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日本における濯概システムの地域差
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Fl本の水利施設の実態やがiJ色の 7~11波状況についての最も新しい統一的な調査結果は，法林水産省が
1972年から1977年にかけて実施した「民業用水実悲調査jである．これによると， 日木の総：沼：波iT!TJ•t 
は332.4万haであり，全制池田和の約GO%vこ当たる 1〕． 第2次世界大戦後畑地海j既が急速に発注した
にもかかわらず，全畑地の 4%の 10万ha余りが濯波施設をもっているにすまず，反而，在iの99%近
くがfliJらかの形で濯祝されているわ． 1985年の［j 本の総耕地f(ijflj~ は 538万 ha で， 1975年以来197:)ha, 
3.5%の減少をみたが？？在波状況には大きな変化はなかった． ！？！本民業は水田中心と＼.，、う特色をもつ
が，この水日JJl:業は主として水手IJ開発による土地改良を通じて発展してきたことが，現在の濯波状況
からも理解することができょう．
1950年代中頃までの日本では，民家の民業への依存度は高く， しかも雑穀や豆類，芋！？去を主体とし
た畑作と比較すると，圧倒的に生産性の高かった水稲作の重要性は大きく，その水稲作は安定した農
業水利によって支えられていた．農業用水の利用は1i1くから集団的性格をもちへ それだけに水を通
して稲作以外の民業生産，さらに農業活動を基盤~こした没1すの経済，そして広く生活様式や文化にま
で影符をおよぼしていた．経済の高度成長の結果，農村に兼業が浸透しまた！吉j場整備事業が進んだ
現在では，決業用水がJJ~村生活に！直接かかわるといった状況はほとんと。みられなくなった． しかし，
現在の稲fpJ山1~：の性絡)fjj！＼（；の基Jlまにおいて，農業水利は重要な役割を果してきたことは否定できない．
よびJ~~i寸の場所や地域による速いを明らかにしその地域差がどのような安国から生じたか
を検討することを基本的課題とする民業地理学においてペ 農業水利に！認する諸事象を手がかりに地
j或の性格を分析する意義は小さくない． この報告では，瀧波システムを類型イとすることによって， 日
本の JJ{k業水利の多様1~1：を及〕~l：・分類する．そして控波システムの；t:H原型の分布状況に基づいて，
プ~＇（；FIJ の地域主：を明らかにする．この地域差は日本JYl業の地域性の主要な側面［の 1 つを反映すると考え
られる． ここでF「］＼.－、る消＇liQfシステムとは，それぞれのJ[QJ或において｛授能を果している農業用水利）：！？の
体系あるいは系統のことを折し JIY水施設や分水地設そして水路などの基本的施設とそれを運営する
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ための水;flj・/l'f行や制度・組織を合めた全体の仕組や＋w；告を志、味するものである．
JI j窪滋システムの類型化
I 1 Jl水源の種類によるもの
I i 本における多様なm日現システムをjむj或IYJ ある L 、 vi~；c;irご＼］ 1'1サ )JI~絡で、分類・ 1生 Jll'.するためには， とのよ
うな指標によればよいのであろうか．そのために， これまでの研究のいくつかを，検討してみよう
日本の民業水利の地理学的研究の 11；＼￥~矢といわれる山極二郎の論考て、は，地点と JI：戸水そして fi1J 水の 3
つの用水注目に芸づいて濯iWEシステムを類型化しそれによって大阪府：の民業地域を！又分したの． おじJI[
や大手！！日［ぞいは;ilJ水による注況が多いが，大手I)1 以TNの台地やfr：陀jむでは池水をJl＼.，、るものが多く，
第 1図大｜切手f?Wlif!1悶（1.J Fi二ru:,i 92s年による）
JI：戸水平IJ/Jは拘｝＼': J出プJと！（！
大和J11 の /jiJ道など ~1年殊な J[)
！？れこみられる cw 11ヌI)
さらに大｜初｛fで、このような
m~i~Q:JJ企業が発j主した '!l_i\J,;j と
して，（l）降水Jj＼：の不足，（2)
各行1IJIIの集水f!Ii杭が小さく
水JH：が不足すること，（3）集
約民主だが発注しているこ
と，をあげてし、る．ことに
水利の不便な1易所に多くの
犠牲を払って溜池やJI：戸に
よる瀧iQ~が行なjつれている
のは， IJ1HE が！~1・く， 人口密
度の高＼.，、ところで，：：Jj ＼.， 、二I~
j自生iZh:V！：がj自；：jとされている
からであるとしている
1L1i誕の研究では，複数の
水{)Jj［を併mしているj出j或は
主要水源によって分類した
のに対し位野木巧一ーは香
川県メLf(l:1j2.里子において准政
水源の腹合性に2まづL、て地
M~差を検討した G). メLf(l王子
肝の民業m水の水｛J;lとして
は， j出池と l！＼水（このj世ブI
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での防水のl呼称〕が霊安で， ）＼－戸と痢7〕がこれに次ぎ，河Jlの水源としての{flj｛！告は低かった．協池の
うちでもirl1：；波池が果す役f1l］は大きく， その背＇／I~面積 3, 975 llJは丸亀平野全体の 74%を 1｝~j めた． しか
し年l却を通して (ililJ(JJ~i山に依存するのは南部平野にすぎず，その他の地域では日封龍1m以外には他の水
源に依存せざるをえなかった．このことから，九色平町は(r1＼］濃池への依存の程度によって，まず南部
:;-1z Ulr C lrMJ~＇~~｛ill .:t #'H ?Ll~ J出j或）と；iヒ古IFF野（溜池および1:＼水濯？fEU也j或）にj）：（：分でき， さらに北部平野を他
の水源により，東部地域（沼地主法政地j或）と匹i部地域（溜i山・出水主濯淑地域〉に区分した．丸亀
平ilrの幣j低の性格は，満波・i也とその地のす＇Ii担水渇！との複合関係によって決定され，出i波池の重要tJ；は
被荷主政j白までのm~：：却が大きく関係していた
河川I7Jくに直接＃Ui飢HJ水を求めることが少し沼地が最も重要な水源であり，湧水や升二戸を十m劫水源
とする状況は，丸i(i平野や高松平野，そして一 合む讃 1皮平野全域でみられることであり，そ
れぞれの水源の重要性は場所によって）＇己なっていた8)
HJ 水 ｛Jji( の速いにii~づL，、て農業地域の IK分を行なう試みは，抗内義隆によって奈良盆地においても試
みられたの． 奈良盆地でも1YJ{I出濯慨が最も重要であり全店i積の72%を1:!iめ，河JIi沼n授が26%, これに
汐）水確肢と地下水准慨が続いていた＂ 1雨池沼；j既は盆j也の北関；7ii~ と東部111麓そして馬見洪積丘陵で
し河川擢況は盆地の低地部と各河JIiの上流部で、多くみられた. i男水jるiu授は葛城J1 
し地下水NU慨は主に矢部山！JJf\Ffl麓の 1~1訪日；地域に多かった
岸に分布
奈良盆j也においても水量が少く用水掛りの不良な所では，複数の用水源を利用する複合擢j在地域と
なっている．期内は別の却i：究において，村落の用水源構成とその類型（単一・二重・三重・四重水源
村落）の分布を明らかにすることによって奈良盆地の医分を試みた10）.盆地南部では重層的用水源村
落が多く，北部ではilトー rn水源村落が多い．このことが，農業経営や農村の性格に南北差を生じさせ
る基本的安悶の 1つとなっている．堀内はさらに井手続lと池郷そして排水集団といった水利組織の分
布と柴田の構成村落の関係，集iヨJ1:JI互の関係を考察している1〕．それによって水利組織の種類に基づ
く漉波システムの類型化の可能性を示唆している
松井 勇は那須扇状地の農業地域区分に｜其iする一連の研究の 1っとして， rnの水寺IJを取りあげ， jセ
域区分を試みた 12）.特定の漉波技術をI計Jt~ とする水源との関りと，瀧itまの結果としての水田度を区分
のl祭の標識とした．水源！とj津波j支術の違いに従って，地表水を用水路で引水する混紋様式と，地下水
らくみ上げる話ti{Q~様式 vこ分けプムそしてjむ表水を水源とする ffi：庇様式＼1こよってますご
地域区分を行ない， さらに定気J防水井二戸の分ギ！？密度と水田度の変化を考j置して，最終的に8つの部分
j也j或 Gf,j]兵部の 2j也1&,ai央部の 3j也J!JX, hi央・ 四縁j't1¥）に分けた．那須扇状地
ではもともと許可J11 からの引水と浅水利用が可能な場所に水 i王l が［）R られていたが，明治jJ;Jj の J}1~~jj)j~水の
閉さく，第2次世界大戦後の電気防水の普及によって，水田が拡大していった．この過程に対応する
HJ水系統の泣いと，水EJ1交の変化にre:;じて港政地域を区分したのが松井の研究であった．
立－2 ftliflt施設のJrヲ態によるもの
権ほ施設とくに用水路網の形態に着目して濯波システムを類型化する試みは，辻村太郎がドイツか
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ら導入した景観地理学の影響を強く受けhたものであった13）.辻村太郎と能登志Mtは上海付近と筑後Jl
下流の事例を取りあげ，水路の形態が文化景観の重要な安素で、あることを示し，その形態の違＼，'fJ：農
村の地域差を説明する手がかりとなることを示唆した J.1). その立場は，「文化景観の仁iごIに過去におけ
るその形態の痕跡を発見しこれを追求することによって，その景観要素の性質に関する認識を深め，
ひいては地域の本質を理解するための一助とするjというものであった．さらに能は，仁iて1主lの上海イす
近，九州北部，東京付近，石J1・；言U.1両日誌の地形簡を検討して，用水路網を（1）車線状，（2）平行状，（3)
(4）肋骨状，（5）樹枝状，（6）直角分校状，（7）桝：i犬，（8）放射状，（9）不規則形に分類しそれぞれの
形態がみられる平野の自然条件や水利開発の歴史，そして用水路の機能の説明を行なった15）＿筆者自
身も指摘しているように， さらに多くの資料により瀧淑システムの主要類型を網緩した用水形態を自
しそれを系統的に整理で、きれば，有効な指標となると考えられる
蛭田浩一郎は長野県佐久子において，法政用水とf次月3水の状況を指標に地域区分を試みた16）＿地形
に規定された用水系統の空間的まとまりによって，まず北部と南部と 1=こl部の 3つの地域に分け，水源
の種類や濯混用水路網の形態，「冬がけJあるL，、v土「ごみがけj といった独特の法政方法によってさ
らに細区分を行なった
と原田清は北陸地方の扇状地性平Ufにおける用水路網の形態分類を試みた17). これによる
と，一般的には新扇状地面には扇r白状用水路網， lJ扇状j也市には櫛樹立lあるいは変型翼；i犬用水路がみ
られ新！日の扇状地面における用水路形態が相五に異なっていること， fJr扇状地面には扇］頁部で放射
状，扇央部で絹17＼，扇端部でH枝状用水路網がみられ，それらが自然条件と開発以来の労働の投下量
によって規定されることが明らかになった．さらに常願寺JIi扇状地を中心とした徴主Ilな用水路網ム
－松本の各地方の扇状地の場合を比較しその共通点と相違点を検討した．しかし用水
路網の類型があまりにも細く多岐にわたって提示されたために， 1l1~潔に統一的に理解することが｜指難
となっている．また，用水路網の形態的遣いがもっ意味，および類型相互の機能的関連について
が必要であろう
用水路網の形態の違~＂fJ：開発過程を明確に反映する例は，すで、に述べた辻村と能の上ifj:fじ互のクリ
ーク綿の研究で説明されているが，九升｜の佐賀平lirの溝渠（クリーク〉網でも類似の現象がみられ
る．すなわち，中部以北の ii~~~渠網は統一的で整然としており，古代の律令！時代の！泊先によるが，中央
部の中世豪族の開発によるものは不整形である． さらに南｛fl¥の規則的な持渠網は，近lt以昨の君主の統
一的政策によるものである 18).
Il-3 水利民行によるもの
水利慣行とは取水や配水の方法，施設の維持管理手段，そのための費用や労力 どの取り決め
が，万く＼.、歴史の過程で形成され社会的承認を待て定着しているものである．水手IJ慣行には，水lfiEの位
置関係によって l二流の取水者が下流の取水者に優先すると流優先の慣行や，社会的発言力の強さによ
って逆に下流が優先する慣行，先にJlj水を引いた地域が優先する古rn優先の’慣行，し、かなる鍍先権も
認めない平等使用り慣行などがある 19〕．戸JJ 1港紙の場合，上流地域が先に水利用を／）訓告したことのほ
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かに， j二流地域の水源はII~ 水 Jj~であるが， f"ljf［地域の水源は上流地域て、あることから， J二流優先が一
般的にみられる 20l_ さらに渇水i時寺：の諮：7J¥ti；リや一定の「丹1茄今を知lf!三物に1去fr=する「7j三1由えJなどi也j或によ
りさまさ．まな
で、きる水f査のj邑不j芝によつて1-"Etiされるが’ さまざまな自然的・社会的・経済的条件が関係してい
る．このような状況をふまえて，喜多村俊夫は，広い意味で、東北日本と仁i行部日本そして西日本の水利
問題と水利慣行を対比している 21). 京北日本では水は多いけれども，沼~z既地設が不出jであったり，水
利運営方法に欠陥があったりして水利問題がおこることが多い. I~ iコ部日本では扇状地地形が卓J践し
水のfj;lj約が強く，水E!の開発を一定限度以上に進めることができない状況にある. Il!臼木には東日木
のような広い平mtは少し狭小な平肝が多いが，そこでもすで＇~こ大部分が水田化されて畑地は少く，
水日＝i地域をすa慨するm水の＇／1kf行は極めて複雑である．用水秩序・慣行の成立年代が古いものが多い．
四日本では河川水源が不足しているために， ~fi"i池を築造したり，利用できる限りの井戸・湧水などを
水海！とする人工准慨が行なわれている
慣行水利艇の地域差のもつ意味を明確に示したものの 1つに，菊地利夫の沌名）｜｜扇状地の研究があ
る22). 沌名Jl I には27の J1£fが設けられているが，［~Ii さくが新しい 10番以下の堰は表流水を取水できず，
河床を掘り伏流水を得る椛利をもっているにすぎない．さらに「支流方Jとよばれる 2番堰は「本流
ブ7」とよばれる他のおのJm:に対して，取水量において特に優遇されており、 これは中｜止にこの地方を
支配した豪放の本拠地が「支流方jにあったことや， 171it紀以降「支流方Jは宗藩の盛岡
ブ7」は支帯の八戸誌が支配したことを反映している．個々の壊の濯波地区をみると，一般的に上流か
らJ!Wiに；；；i;ll~j:lj~ 水できる常水地区：と Fl1-Iこ！のみ取水する昼水地区と夜間の取水に限られる夜7Jく地区がr]c
li"'1~ されている. J哀のl羽さくに貢献した豪農が特別な引水の権利を認められた水田が存在したり，
が領主的権力と結合して夜水地区と）l~f：水地区を変更した事例もみられる．
菊地が示したように，地形的にまとまりのある 1つの河川｜流域や，比i史的小さな平町において，水
利慣行によって河HiQ~ システムの類型化を行なうことは可能であり効果的であるが，全＠］を対象として
分類する場合．水利慣行のどのような側加を基準にすればよいかなど，今後の検討の余地がある．
Il-4 水利空間のJ',9cWi：によるもの
括本｛正治23）や浜谷正人2・1〕らによって検討された農業水手ljという機能で結びつけられた空間的広が
り，すなわち水利空間に若目して海淑システムを類型化することができる可能性がある. 11本正三は
農業地域の性格形成に重安な役割を果たしている事象を取引・1：＼しその機能の空間的広がりの配j@°ffこ
よって出二業のヂIM'J:J11jJ.告を組み立てることを提案した 25）.そして農業水利を契機としておi；びつけられた
[Iすることによって，空間構造を検出できることを示唆した
u i本の考え方を具体的事例に応用し，発展させた！万林 明は，民業水利 という概念を
Fl'Jl、て，北陸地ブ1における 3つの扇状地性平野を比ilf5'.Eした．そ j世j或によってあるいは ri ；~： fl¥: 
によって並列的な性格と統一的な性絡をもっ農業水利 られる場合があることがえっかっ
た 27). さらに，押＇liin~：施設の改 ~~｛~： が；進み水干lj4JT·［／~1：が良くなるにつれて‘どと業水干！J の古里 IHJici1j造は並列的な
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ものからがi：イiサなものに修行ーしてL、くのがー般的な傾向であった28>_ この千法によって，それぞれの、
平肝の民業水平ljの空！日J{/i'J店を倹ui し、 ~l!It：によヒ ill交すること＆t liJfit と，＇~t~つれるが，全｜豆i を網店長するため、
には極めて多くの作業；iーしと！I、？！日jが必裂である
II-5 濯ilN~ システムの ， i同＇.l JJ~IJ_ 
こhまで、｛会iJLiよ J日 j~l~ （土 JI ；］＇~ iJ:の的苑iと沈IiQi 
カ：司 L、す－れもJ:1／［交（！サIJ ＼さ td也j並tを ｛vr令づピ丈、j 象としたもので匂あ ~i た． ことに噌 II 本全 l'i~I を文、j象とした分析
にjJ'IJ主任；JIすることがi不！却であると考えられるものが多かった．
}¥l!J型午：の分野における全国主：対象とした本利研究は多くない. tr~ 2次｜止界大i[攻T]IJvこ行なオつれたもの
としては， l±J世？l¥IJt；土庁！）の 57Jりの 1J由形図の；；・／cI玄l によって 1935-iド頃の全「~！！＇！サ；rn池の分布を l~j らかにし
た竹内の研究がある 29). これによると，大阪と兵Ji/[，再：J/iをはじめとする倣戸内狗にj(jする各府県の
ほかに， J愛知県や了－ ~·s U1~ から／＇'.1'.:J域限，行，·；,l;h lj ，~ に 3-~ る j世Jl£ や， l~ ＇.：jI 'I/_ ~Ifや fl!:;ji＿王子 ~If，秋田子~ff にも~｛I:1j 
数のお池が分布していた．そしてif'1？也の主要分布地域の｜’i然条件や水平U•Jr ・IW , Jj!J: －~~ ~注目’について記述
された．竹内は動力による MliLl't~弘水機の分布もり~~)JI ~こ示し， j：古池の J易合と！可係にそれぞれの地域日IL記
述を；式みた30). これらは村：＇XLのNlfiLl｛子j去に限定した分布の考案であった．
これに対して，森沌（込－rn；；土木利秩序という側部から全！主155水系の／i1JJI iの分郊をi試みた31). ;Jc利引；
の指僚として32），取水施設の数と j見限，水平IJ 施設問の il;!J~＇·J，ぬil;!J 約関係， 各施設の；j(利権のtt1名、
引ノj（上の規定を取り！こけごた． 日本の？＇iJJ 1は水平IJ秩序という観点からみると，その形成が最も進んでい
る「東海・ ~m戸！斗。北九Hl7担J ilも）JIれている「iL/ I；会・ l山市九州WJJ，発；1/i• Jな楽：1/J,j;Jく手IJ/I＼］のi苅幣関
係が広汎に展開し，公権力の介入が進んでいる「東北・関東・北｜時引」という 3つの地j或（I引説明に分
けることができた．この研究でvi. 4つの指僚を統合してそれぞれの水系の性格付けをしたわけでは
なく，まず 3つの地j刻表型を設定しそれぞれの地域型に含まれる水系貯をさらに＊＇ JI分するという千
JI民をとっているためー分類が複雑でJ!E併しにくくなっている．
五味武！~＇.~は 1946jfの氏林省1m~~i 局編「水系日｜！探iQ~状況，iJi;JJ を資料として，河川 N/i if!iネと j二11 水不足 :o＋~
の分布から，全国的な民主：水利の地域知型化を試みた3)（第 2IZJ). この結果， (1）東北・関東・ 1j部
地方の大河川の上流部（比較的河川依存率が｛K く用水不足率が （＇，•］ ¥. 、）, (2）向地方の大河川の下流行！）( {iJ
J 1依存率がおく用水不足率が低いか， もしくは用水がiWJ!J¥), (3) ITJ地方の1jl小河川および半，1;hrm (l1iJ 
JI i 依存率が｛ましその他の用水源に依存する水系も多くて JTJ 水不足不が l~＇；jL、が，水系による性協のHI
しい）, (4）山l岳地方（れifJI¥ 依存半がおく， m水もil'沢な水系が多ト）' (5）近畿・瀬戸 ＇）~ ・；｜ヒ JLHI
j也方（｛liJJll 依存ヰ：が j盃 !J;i，むこ氏いが， ii約也を ff！水 ｛JSJ( とすることによって， JTJ 水不j己ヰ：はよと l絞!Y01’1~L、）, (6）市
ブLナl・Ij也方（｛liJl依存ヰ：が比較i約t:iく， m水不j立；4，：は低＼.¥), (7 ）同 LI 木の－'\1:,l~｝:iifbおよび rjl小i可J1 （何）｜！
依存率は低いが用水不足キも低く，水系による差が著しい），に分類した. hitJ或ごとの廷が大きいた
め， Jti：ブJ)]lj に）f\'IIr;~化せざるをえない結果になったが， El本全体を概Il作！Y:Jにみると，近畿・瀬戸内・北
九州地方と 1t1部以来の東日本，その他の地方という森花の結果とほぼ刈応する地J~x?JI ~1;1Iがみられたの
は興味深い．しかし用水源を河川に｜浪ったこと，用水の可不足率の分布が一般的認識とややずれて
a ) i1J} I  ft＇く子長率
;1J川依存W75%以［：
50～ 75 
25～ 50 
25%幻、ド
その他のノj（系およびデータ
のない／］（系
b) JIノj()f!lイリ止牛：
JTJ 水不足＇｛・~25%以！：
I O～ 25 
川ノJ'i1'Ui.パキ 0～ 25%
I 25%以ートー
その｛むの水系およびテ、ータ
のないJj（系
0 300km 
第2図 水系日lJ;ITif川依存不とm水可不足率（五！味武［：I, 1977 ~f ；こよる）
1、ることが疑問として残る
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全国的分~mでは，指｛~~~として他律水引！との関係，用水の過不足，そして用水源が取り上げられた．
1:j-でも用水源の種類が河口町システムの類型化に最も重要と考えることができょう．なぜならば？ これ
までの研究で多く取りあげられてきたこと，決業水利の霊安な 2つの側面は用水{J［からの取水と用水
の配分ii!i~ ~~きであるが，地域全体が 1 つの共通した利害をもっているのが取水であり極めて重要な意味
があること， m水源の組類が濯波システム全体の性格や構造を規定するからである34）‘さらに用水源
の間知に1iどづく河川出iU~や淵池瀧iB!i:そして地下水海iLl~ といった用誌が一一般に広く使用されており 3 こ
のような煩型を民業杭？／r＇＇；＇：や農業土木学の分野では「 1'/ti民Jf:3!LU 地理！とj＂：の分担うでは「濯波探式」と
'[I乎んできた．さらに主要なことは，地域的類型化のための資料が入手可能であるかとL，、うことであ
り， この人＼では明治J!J以降全JjSJを対象とした用水源調査が何度か実施されているのである．
それでは用水imTにぷづく出iWlシステムの類型にはどのようなものがあり、 どの類型が日本では重要
なのであろうか. 2J'D 支は永 111 ／~（十H[Sによる全国の用水源別市街に35J, l 97:iJ三の農林水産省構造改善
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第 l 去水{JJJ（万iJi?Ril!~ifJi1'.in (lOOOha) 
i!Yd ｛也 湖沼 {ilJ J 1 （此fiL 井戸 Jリ~Ac フ〈水 その他 合計
1907'rF 575 
つ7 l, 784 36 148 167 2, 737 
(20. 9) ( l.0) (65. 3) （一） ( l.3) (5. 4) ( 6.1) 100) 
1942.-q三 575 50 2, 107 48 160 151 31 3, 112 
(18. 4) ( 1.6) (67. 5) （） ( 1.9) (5. 1) (4. 8) (1. 0) 100) 
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一』一一一一一一一－－一一一一一占ー－』ー町、r ーー押Fー『ト剖d〆 －－－ーーーー「~一一－－
1955~1三 473 1, 983 104 110 138 2, 808 (16. 8) (70. 6) (3. 7) (4. 0) (4. 9) 100) 
1977 iF- 476 2,499 イミ 32 11 3, 323 (14. 3) (75. 2) 合 ( l.0) (0. 3) (9. 100) 
( ) F'Jは% 台＆土その｛也；ニ含まれる
資料：永田三リイ：1;(1971) r u木農業の水平！Jj/1~ ＿；'..i ~ 1~； i＆占j占
i実業水平IJ研究会編（1980) ll 本の民主JTJ;j＇（~地球 ?l:
局による農業水利実態調査の結果を加えたものである 36＞＿水田が指3,;:5するように，それぞれの，i)，］査は
用水源の分類法が異なっていたり，分類の基準も不明｛ヴi：であるが，全国i'!JなJ現況を理解することができ
る．最も新しい調査結果によると 3 !3本のおijむの75%余りが／l1J川にJIJ水阪を求めており，これに溜池か
らの濯渡部誌の14.3%が続いている．この両者を合せると 90%近くに注する. lj) !ti'Jl)]以降河川 ＃ftiQ~が
やや増加しそのぶんif'P也濯況が減少している傾向がみられるが3基本！？サ性格には大きな変化はない
ところで， 日本のノ民業7Jc利の最小の単位は形態的には， 1枚 1枚の水［1！であるが，耕作地が分散し
ていたことからも，実際の水利運営においては決業集落が単位となっていた． この意味で1ミな水W~UJ1J
集落数を1970年の世界決林業七ンサスの結果によってみると（第2表〉，河川を：L水源とする集落が
61. 7%, z[l池を主水 iJf;~ とする集落が15. 9%をr:1める． これに渓流の10.8%, ;JI：戸の3.6%が統く．渓
流・井戸港況などの重~性が濯i!Etl国債の場合と比絞して相対的に高いのは， これらに依存する個々の
集落の耕地面積が河川に依存ナる集落の場合よりも小さいことを示している．湖沼・ダムに依存する
集落の割合は少ない． また，実際には 2 つ以上のrn 水源をむf'HJ している集落も多く， 1955SJ三の 1；~，；；； 11与従
業基本調査では43%に淫した．
これまで取りあげられ システムの をみると， 11~林省出j色）副主／11f)！；を；i:r'i池，そして地
下水うその他として(ri]:flijを淡水化して利用するものや筑後J11 沿 jご＼~のクリーク， さらには天水日1を取り
あげている 37）＿永田は朱図的水利用関係が「fl,i)jl]l~内水利 ） Fl 」に転換していくことに着目して，近年の
農業水利秩序の変化を分析したが，その10ミの具体的事｛ダI]として，戸rn1法政と沼地（tUi弘そして佐賀干
野に展開するクリーク を取り上げている 38＞＿最近の民業水利にi芙！する諮問題と地成農業の変貌過
程を検討した永田らの研究でも．河）1とi?1池，そしてクリークを取りあげている 39>_
玉城 哲も 3 つの zrHifl~ システムを取りあけご，それぞれの竹二徴を説明している ·10>. iFt池瀧波は「1§己
の集水域を擁して，独立の完封i的性格をもっておりい・一.1 つの溜池の配水の範w~内においては，その
配分をめぐる地域的な関係は存在するが，｛也の iiYi池J也j或とのあいだに，水の配分をめぐる地以l~l'J利害
の対抗は存在しない」というものである． クリークは「ir~；，水機能をもった水路網で・・・・・クリーク I~！休
が水源機能をもち， 7KiJ京機能は泌池のように一元化しておらず， J!l排水兼JTlJである．戸JJI i 沼Ii~の場
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;j( {lfj( )Jlj集落数m2~三
/>. 
1: その他:l戸
? ?? ? ???
ダム11v！／お
?
148,543 
(100) 
24, 608 
(16. 6) 1955'.( 
133,007 
(100) 
c ) em:% 
?WI・ : 1955~1'-!:iJ;:,11 、；＇jJJ~"J：正本初去し 19701!'・ Ill：界 J.ill:l~；栄センサス
6,666 
(5. 0) 
4,840 
(3. 6) 
14, 386 
(10. 8) 
82,006 
( 61. 7) 
2, 541 
(1. 9) 
1,425 
( l.l) 
21, 143 
(15. 9) 197011: 
配分してゆき・・・…・水その勾配によって水をiJiE)Ziし，その施設は「水路の体系からなりたち，〆入1.1, 
出〔機能は取水 iてi を El,i.~（vこー元イヒされているj という特貨をもっている
さらにと（2)?1約也市；i＇払（ 3）揚水挺j包（4）その他の濯慨に分け，司王，IJ!;JX:盟十主犯if主システムを(l)/1ifJI I 
{!if )I Nil慨をJI：）＇水機能を f!liえたものとJli＇水機能をもたず J!Q：とm水路より成るもの， j出j也濯j伎を複数の溜
さらに，揚水濯慨を地 iマオえを水源とす独立の；rn池によるものに分けた41）‘j訟が述鎖しているのもと，
としてクリーク濯政とカナーその他の河川）を揚水するもの，Jll7]'cil~ ， ~＜流水（池，るものと，
両者これは水｛JJ；（とともに水利施設も考－1,;r~ した標準的な分類であるが？ト詰/Ii既をあげている
やや系統性に欠けーるきらいがあるし、りまじっていて，
と；iヨ池
??? ? ? ?
? ?
﹇?、?
Jfl 17~ ，松 ;Jj：らの研究では，すでに検討した1.J極や位野木，j也JIJ['.'1：の分担？では，
()j:J二iJWitU{, iク）水 dJliU~が J.l~ りあげられている．竹内は永年にわたる莫大な研究をまとめ地｝；Jく… ?
用水｛VJ〔をもたないj可J1からのた最近の店f;F で， ffr{f也濯；：lEI；と揚水M~を利用した地下水やi桃山，
クリ山部］の小河川すなオっち渓流を利用する棚田のが汐）水をIに（I：）＇’え rLlt！.~ の降水でtfll う天水 EEi,
新井鎮久は濯j既シ
」 ?、 ? ? ?
そしてhi状地における河川沼計百を耳元ワあげている 43)ークや掘による沼：if!t
? ﹈
さらに畑地位慨を出場内への用水の流入方式によって，ステムをごまず）：IJJJむ沼un~ と；：；JcI dlf iQ:［に分けー，
ととしてj可J1 水田！＼文水曜｛iW[（スプリンクラー）に細分し，去j有：iDV.'!2?!1cJ"＼とIi玖！日j式と
この｛虫（マンボ）部；波を取っあげてし、る HJ
?
?j出）Iこit主j既，クリークjむ下水曜iGtlJI百池沼：iGt
るt寸っゆる逆水濯iDtもある 45).に掘 11~ らによって lj）（りあげられた湖水を Jお水j段で！大Jlti~ までj送り
｜??? ?
? ， ，
?
???
システムは用水y)J］（に主主づいて，日本の以上のようなこれまでの研ブどを総合すると，
?、 、
?（第 3表〕．その他のj在iUHこ分けることができょう渓流出i此j也i、水沖li任，i'1}J （目立liUt1立j也j在if:主，
よる送水がj主j難である一低子で l~IJ 11{主 iWl：は！＇：！然流♂｜ご式による I1,\:Iよj出~lj'lZf/!if!~ と，
特殊なものとして数多くの1Lf~｛ エドー世了を rjcJ i心とした f/1~~渠 （クリークjに分けることができる
；可JI!｛｛主波はF~Jflナi出1l71三位に含めて考えることができょう研究で取りあげられたが，
さらにまf!かく分類すれば中小河川や大河川といっの規悦によってややK絡が具なると考えられ，
親池・子池の関係のもとにm水
ilf川カミらトm給水を1G・たりするものと，全く孤立した体系をもつものに分けることが
り：－）＞うこっし
湖出法制： ~ :ty,')l A~ を 1'Li:'l'J· II （や）J.!.Ji'i~!I':によって人力で小規模に掛水していたものが，
それぞれの溜池が連鎖しており，通できるであろう. ~rn ＜む消：iP.tは，
がU'Ji'iされたり？
揚水i長場をできる
地下；Jcf(l祝は普通のti!HI：戸によるものがー
当ミ水もう 1つはマンボとよばれる横JI：戸で，
設けて大脱出な逆水際肢を行なうように変ってきている
J必水子j交によっていくつかの型に分けられる時党i'l句で，
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~~ 3 J< 日本における NJii任システムの知~；~
?
、
? ?
? ? ?
? :UIT )Ji 
J:i:i:IJ~j也~；~＿ ( l~l 然討L iご式）詰Uif!Q;
普通三fTJl （低湿地）担能政
三f:1'j）十i型注目ト一一一一一一一一一 一一一
市渠（クリーク）出杭
?
?
? ? ?
ド1J J 1 dil iflY~ 
;m 1也 iW ;r:1 
j沼地の辿H1したもの
独立の；出池によるもの
人力による個別的なもの
揚水i授によるもの
井戸港祝（はねつるべ， J:flLj(, ／~j l~Q j：深井戸， J湯水j袋）
横井戸（マンボ，集水Ill~－~己）法政
i1J y)j i{jf if！~： 
（逆水沼；祝）
j也下水 iWliUY~ 
i主流 j者：；Q9~
その｛自の濯 it~
：男水j完成（谷地II, j松下l工l)
天水I!
m~－渠としての機能 している． さらに!l川；］部のHJJJI! Jti!J或にみられる／1JJI l 上J流の小規1t~ なえ1,{fi［ を利用
する渓流法政がある．渓i[｛伝授は大きくみれば、／i1JJ 1 W1 iU：［ に合まれるであろうが， J~y水源である j主流が
河J1という形態に至っていなかったり，取水や；2；水の方法が独特なため， ここでは加にする．その他
の濯ifEE としては， I«~］L、j世←！と水｛立を利mし， Il厄iをi7rlり下げ｛！）｝水が1;.l然にil立るのを利JI］するもの， 「秋
田Jと称して民間JOに水Ilに降雨や近辺の防水を？留め不IJTJするj)JlJIのようなもの 16)' /1J u での汐の ~I二
満の差を利用する濯波誌など特殊なものが合まれる
これらの選定2システムの煩型のうち段も古いものは，天水利用や切水濯iU！［であり， これに谷頭の溜
池濯i弘 lIJl｛也濯iITt そして仁i二l小川J1遊説，大MJll濯j授の JI~~［であU 、たと l~I島敏雄は考えている 17). :l長後
に開発されたのは，大河川の ·y?JiEの低湿な J?;;j;tl~JU!.ti:千里子や児島湾や有 flj］ 海などの干拓地であった． こ
れらの平野では， 自然流lうえの港政がうまく機能せず， lfiJ力抑排水j設が本格的に導入されるまで，民
業水利は極めて不安定な状況にあった．旗手勲も基本的には類似した考えをもっており，弥生前月jに
は；f1J:7~さ J[Q ；~j~；や I~！然見｜ジumJ辺の低温j世で「天水稲作」が行なオつれていたものが，：；~J\3日十IJJtJ、Jt手は小(ilJl
が利用されるようになり， 1:!1イー にには溜池Nil慨が普及したと主張している.j8）.そして戦国｜時代から
時代にかけては，大河川濯波や ~1二 H:iJ世での濯j校卒業が普及・発達した．地下広 1111i既は江戸末期以降，
比較的新しい1：，｝：代にみられるようになったもので，ネm助水源の1ili1米という意味をもっていた
班 ；霊J既システムの地域差
国－ 1 j者三位システムの類型分;f]
日本の濯政システムをYFJ水源の速し寸／こ基づいて）Ji型化したが，それで‘はそれぞれの類型がどのよう
に分布しその分布状況にどのような差がみられるだろうか．そのための指傑として，ここでは資料
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はやや1・いが， 1970:;1:.UJ: :'.11~ J1H1~：！：センサスによる i!TIHJtJJJIJの「民業rn水の主な水源5JIJJJ1業集落数」を
JTJ L、ることにする 49). このi淀川は水1を対象としてIJ lfJ ~：J })I] Vこ示されており，統一2左半で全 l~l U1!1if.H富
山をi徐く）をおおったもので， これ以降この何の1iJ,j筑は実施されていない．水源の種類としては，（1)
出池，（2)/1VJ{( ・グム./i1J JI I, (3）渓流，（4)1下i, (5）その他の 5部が示されており 50），すでに述べたEl木
の {fl[{Q止システムのすべての）j[JI；~.を五Ill くう、ll ることはできないが，ミ）三安：なものの分布を枚討するには十分
と考えられる．このi持れでは，水iJj(がm1uしている場合には手段業集！4'；全体として叉｛，；i:Tri政の大きい
ブJの水仰がとられている 51)
作業子li~l としては， まず，全l五iのJljllf村目立統討をiLi 木正三らがJ1~ .＞！長生産性の地域的分析の際にmL、
た 305 の 1'i~－ (1~J也／x：にまとめた＇； 2）.それぞれの中位地1x：ごとに， i引むとfiJ 1 （湖出とダムを含む）， 渓
その他を；Lな本初；（とする北法の＇，＇日 j合を求め，水z1s;¥J1に分布図を作J!Xした
店業jI ;Jえを：i：に1・JJ 1に求めるit？与の；＇i!J合は，すで・1こ述べたように全国で61.7%を，:1_；め，河川｜は大部
分の地域の.・tNi水阪となっている． しかし地域によっては河川｜への依存の程度が極めて低し、場所も
みられる. Zi'~ 3 IZfからもわカミるように，全体としては！！1iu本において用水源としての河川の主要ぞu工
作h 、が，特に高：川 y~~ や！？司山県京 /fl），大阪府市 ＇fill，淡路島で河川干lj ）召集落率が20%に出iたない地域がみ
られる．それを｝j）.（り 1rnむように，）五山.J~~J[j] ・ :i~ l：之・和歌山・三重の各県と j.llfl~Jの大部分に河川利
用来／五千：が50%に出jたない地域が広がっている．筑後川の流域をl徐く福岡・佐賀ド！日T~ と宮崎県北部に
おいても，；1Jlの厄2J5tl:は｛Ji;:.l、 京l本では， i岐阜県市部から愛知県北部や石川県のf§.f}1fJ
U1~1川
J也）！.｝！（土， •• 1 .t:;1J JI ＼の｛1H.l1lW~J也を l\;z りまく；j夕、出合J也や丘陵J世などの広がり ???? 県の
TH tilや；守／1・，二戸？巨大IlV1~1h1'fll で、も，／11J川！利 Jll の英治の数は相対！＇！せに少ない．
)!1J川利JIl ti；「：~；「＋z
道と 53）＇米；iヒj由｝jのi1央y'fi：カ、ら iヨ木ifjl-'1＇：，さらに二iヒ1g三jむ方とf之虫了県及：官｜：カミらiLI梨 Y1~を経て fnrl司り；L五： 
かけての地以である．被f'{lj；~から兵Fi：リ；~mXCJむブJそして鳥取県に主る地域や出向りさの筑紫平野，熊本
dデ〉
。 グノL
／入
F可 ）?? ???、、?、??? ;J¥l 1なし
80～ 1 00% 
機 GO～ 80
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20～ J 0 
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資料： 1970'iF-lil：界農村＇~~七ンサス
県八代子野そして鹿児島県の大限半島で、も河川の丞要性は／＇，＇ ,'j~ ¥. 般ーに；j(jf¥：が泣かな大河川の流域の
平討では河川淀是正が卓越しており，とくに日本海岸の芯地域や中央l芯j也の1L1l¥J盆jむのように3降水量が
積雪の形でiJ i間部に蓄えられ， i討！雲水を春季や夏季に王子：るまで利mできる地域ではその傾向が強礼、
河川への依存度が低~ ・l世j或は，瀬戸内地域のように降水量が比較的少なし tMm：が小さし、ドj1小河川
が多い場所ゃ，関東平野のよう fこ洪積台地が広くみられ河川からの取水がl主l難なところである．ま
た，北九州カミら瀬戸内を経て近畿地方に至る地域のように，古くから!JIぽさが進み，表流水が詐易にjf}-
られる範囲を起えて水田が広がっているところである 5.¥)
次に？fB池濯涯の分布をみると（第 4図），河川ij哲三位のヨ：t： ~l~I:がff＼いところで1"iI1也していることがわ
かる．法林水産省構造改善局の1979{1三の調査によると， 1 ha以上のif'1｛也は全｜主iに97,564ある． その
うち40ha以上の大規模なものは10%余つであり，全体の82%は 5ha未満もしくは20ha未認1¥jで・Jtl¥1jが
lOm 以下の小規模なものによって占められている．地方別にみると，近畿地方に全体の24.5%が分布
し山陽に17.13ふ北九州に13%, I盟国に7.5%があり，これらを合せると62.1%に達する（第4去に
このことは， i市池利）召集？答率の分布からも読み取ることができる．者：Jf I Vi~や広島・ i羽山両県の沿
部，大阪府と奈良県では，溜池利用集落率が60～70%の高い｛i1がみられる．北九州地方の福／fl;Jや佐世
保，北九州の各地区でも， lfiJ池利用集落率が40～50%に注する．そして，これらの地区を核に泊池へ
の依存の程度が相対的に高し、地域が，九州北部から瀬戸｜勾を経て近畿地方ま して広がってい
る．ここでは日本でも最も早くから稲作が始まり，それ以降水rn経伝の可能性のあるこ！こj主はすべて開
発しつくされた．杉J}j~荘介によると，起元~！J 200 王子頃には稲作J~Il:楽がこの地域で定活したとされる
が55)，最近の調査ではさらに時期をさかのぼることができる可能性があるという．来日本て・fj'池への
依存の強し＼地域は，房総半島南部や崎玉県比五三郎，福島県ff~.1邑りから 11f1f::~ ・ LLi形にかけての地以，秋
田県と青森県の日本海沿いの平野である. 1fr＆池が卓1(1包する地域の条件としては，すでに河川能瓶の重
要性の低い地域の特徴として述べたが，竹内はさらに単純に降水主の少なさのみではなし河川
が可能な河川｜がなレか‘あっても水量不足であったり，河川からの引水がi延期：であることを考慮すベ
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一二~ －~＿！！＿＿＿ I 大規模
第4表現 J奨別 j沼池数
中ぷi! 1央
? ??， ? ????? ? ?， ? メ入
i工i
；｜ヒ (1i]: ）；ι 148 ( 3.0) 91 ( 0.7) 1, 496 ( 1.9〕 1, 735 ( 1.8) 
来二iヒ J也 ~j 1, 132 ¥22. 9) 1, 692 (13. 3) 8, 581 (10. 7) 11,405 (11.7) 
二i ヒ 18~ J也ブj 387 ( 7. 8) 782 ( 6.2) 5, 585 ( 7.0) 6, 754 ( 6.9) 
北｜主IJ.E J也ブj 127 ( 2.6) 262 ( 2.1) 2,251 ( 2.8) 2, 640 ( 2.7) 
M l'!f;J J.E J也ブJ 152 ( 3.1) 305 ( 2.4) 1, 413 ( 1.8) 1, 870 ( 1.9) 
京 !Ji j也 ）J 135 ( 2.7) 265 ( 2.1) 1, 197 ( l. 5) 1, 597 ( 1.6) 
東海地方 340 ( 6.8) 928 ( 7. 3) 4, 578 ( 5.7) 5, 846 ( 6.0) 
近 i畿地方 903 (18. 2) 3, 052 (24. 0) 19, 952 (25. 1) 23, 907 (24. 7) 
iJ! i；会 J1む ）J 70 ( l. 4) 297 ( 2.3) 3, 437 ( 4. 3) 3, 804 ( 3.9) 
山｜易地 ）J 440 ( 8.9) 1, 938 (15. 2) 14, 318 (17. 9) 16, 696 (17. 1) 
山田 j也ブj 328 ( 6.6) 953 ( 7.5) 6, 072 ( 7.6) 7, 353 ( 7.5) 
北九州 j也）J 700 (14. 1) 1, 885 (14. 8) 10,092 (12.6) 12, 677 (13. 0) 
i有；IL)I j也ブj 80 ( l. 6) 240 ( l. 9) 898 ( 1.1) 1, 218 ( l. 2) 
i1j1 縄 j也ブj 25 ( 0.5) 24 ( 0.2) 13 ( 。） 62 ( 0) 
1~ 4, 967 ( 100) 12, 714 ( 100) 79, 883 c 100) I 97, 564 ( 100) 
資料：農林水産省構造改苦局地域計画諜（1981）：ため池台帳（集計編）
大規模：出j{tl（が40ha以ーとのもの
中規模： i面積が20～40haのものただし出演が5～29haで‘堤高20m以上のものを含む
小規位： i面積が 5 ～20haで•·Jj~~~ljlOm 未満のものと面積 5 ha未満のもの
きであるとしている．また， j出池の密度が高い地域では基本的に民民が水田耕作に忌i欲的であり，水
[fl ）交が高いとして~·、る 56 ）ー
渓流利用集落率は全｜主！で10.8%を r~I め，渓流による濯波町演が 3%余りにすぎないことと比較する
と，かなり i：：乱、値を示す．集中して分布する地域は， 12II 匡！とヰ1国地方，中央高j也九州中東m~，紀伊
1=j1央j・m，岐阜県南部から愛知県にかけてと，群馬・新潟県境付近，そして岩手県北東部，秋田県
市部で、ある．いずれも山l'M]J印rこ多い（第 5~］）.さらに対馬と種子島や屋久島など島興部でも渓流利
用集活率が／~t;j い．これらの地j或は，竹内や中島によって広範な調査がなされた棚田地域にほぼ対応し
ている．竹内は「f}]JE!地域はどこでも，水利に関しては， :JIミ'lt";
なιi斜j也？こ，延々 とj；日3水路を！；司さくし，あるL，、は1i主池をつくつて，そのlt-J＇水に工夫をこらすとかし
て， JI］水の手当をしながら，多大の労力を投下して棚田を造成し....··J と述べて~·、る 5／）.東西の頚主it
丘陵，吏級J1上流の妓拾地域，能登半島，敦賀湾沿岸，紀伊半島，四国の吉野JllJ二流，九州の大分川
や五ヶ瀬）l I上流などに典型的な棚田宗・j@jlがみられる．この棚田の水源は流域のほとんどない小河川
か，浅水から流れ出す小さな流れがほとんどである 58).
井戸利用集落率は日本全体で 3.6%にすさない．元来， ）I二戸j在j肢は河J1や潟池による濯j授の補給水
を得る IJ!YJで行なわれたものが多く，大正期までは「はねつるべjや「ふりつるべ」などを用し、て野
井戸から揚水するといった人力への依存の程度→が大きかった. 1920年代から労働力の軽減をはかるた
め，地域によってはJ？~~IjIが導入されたところもある．仁j=1 島｜［！約五は集中的に J:f~~車 #J~iQ｛がみられた地域と
して， RlW訪れサj詐n止とW｛市近郊，女｜！多半島京lfilflJ，渥美半島伊良湖ilJjl付近司土浦市桜川付近，
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資料： 1970~1三｜世界農枠業センサス
第6図 井戸不IJ日集広三手
資料： 1970年世界農林業センサス
40～ 100% 
:rn～ 40 
20- 30 
]()-20 
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館11付近の 6つを取りあげている山. 1930年頃から動力揚水j設が普及し始め， 1960年頃には風車も姿
を消すが， 1950年代からは大部分のJI二戸が動力によって揚水されるようになった．
の分布をみると，秋田県北部，栃木県北部と市f1¥s,i奇玉県1:jl部，千葉県中rn~，京都
府と滋賀県，徳島県東部？愛媛県東部，佐賀県西南部と熊本県北部などで特に井戸縦波への依存の程
度が高い（第 6図）．地下水の利mは近年の1:1H地濯淑の普及によって著しく増加した．それでも地下水
利用のよ！日j色濃絞m111~［は 1978年の「農業用地下水平IJ の実態J によると 10.7 万 ha にすぎず， jむ｜ご水によ
って濯漉されるi壬！の百fit京31.4万haの 3分の 1にすぎない．関東地方では，利根）［iおよびその支流の
流域に陸田が多く，これが井戸瀧概への高い依存率となって示されている. I注目：！とは従来J:l！地やILi林
であったところに湛水施設をつくり，一般の水Eiと同様の稲作を行なうもので，従来の用水路を延長
したり，排水の反復利用によって実現したものの外に， ）＼二戸を利月：jするものが多＼.，＼GO>_ I注目:Jは1950年
ら増加したが，それはそーターや揚水機の普及と~：1:1 対的 vc~~；~L、米fmi，それに高い稲作技術の
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王子市イヒによるといわれる GI). 1975{jミ以降の米の生産関幣によって刊aび1:1にもどった場所も多いが， JBT
￥［~；施設を装｛1i!i したことや，知ljむをJ柱、大し水平化したことによりヲその後間芸技業地域に発展したとこ
ろもみられる 62)
栃木県北部の JJI~＠［肝銘地では， ['.11~ 2次・ut界大戦後銑地1=こl央部を仁j:r心に電気揚水ポンプを用いてj也｜マ
水をくみあげ， IJIlが進んだG3）.近江盆地の湖市・抑j京平野でも古くから野井戸が多く抗lられてお
り，はねつるべによって均水されていた．かつては10数aの水田に 1つの訓合で井戸が設けられてい
たが，明治末期から ~I二戸を統合して共同で揚水j授をj召し、るようになった 64）.吉野川流域平野や愛媛県
道前平肝，そして有明治i沿岸にも井戸際1Q~が多い．佐賀県の／~！石平野では，明治初期から井戸海j授が
始まり，特に1960年代以！準急増し， 1970年代には全水印の84%が地 F水に依存するようになった65).
JI：戸押/It既のうちの特殊なものとしてはすでJこ述べた「マンボ」がある．これは地下水を集める地下
数mの横JI：戸である GG). HIJ）告が西市アジアのカナートに炉、似しているが，機能はやや異なっている．
鈴鹿山麓に発注している扇状地において 3 典型的なものがみられる 67). 類似のものは新潟県
や静岡県、愛知1・岐阜・長野・滋賀・石川・奈長の各VRと京都府などで広くみられる
その｛自の幣肢は天水ゃ汚）水などを施設を介せず直接敢水するものであるが， これに依存する集落の
詳lj合は全国の5.0%を，！＝jめる．分布をみると（第 7!ZI) , ?!YJ;,J:県南部と千葉県北部で最も f症が ~J く， こ
れを桜として京京都や神奈川県東部，千葉県1j1部，埼玉県南部，そして茨城県北部と福島県南部に伸
びてし、る．これらは洪都台地を刻む谷地！王i地J!Y:に対応し天水や谷頭， !IJI出からの汐）水を利用してい
る． この外？こ，岩子り芸の束北音！：と南束部？新潟県の仁i
広J；~j リ；~にカ、け－ての j白j或，九j、｜、！の四）芋日i：や対pj’五－島列烏て‘その｛出の水拐：に｛~ミ存する集i拝が多い． これ
らは， iJ1l同部ゃitiWの：21，傾斜地そしてj引興部であり，すで、に述べた渓流濯1f!tへ｛衣存する地域の分布と
やや似てし、る. 1miたる水w；〔がなく， JJ~業 ~t:.11［~も不安定な地域が多い“ 1970作以降の米の生産調整で，
このような地域の水f!fili1（の減少が苦しい
関東地方の鹿島！？：｜控や九十九fl！＿平野では，抗日下EBとよばれる天水田が分布し，独特な景観がみられ
第7鴎その｛訟の；J(iFJl利Jltif 1：長率
資料： 1970年＼＼J：界決林業センサス
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る． これはj山下プド｛了王が比iJQ
）文されfこものである 68). i!lった砂は1rnりの「二i二揚場j kこ｛白かれたため， Hli-1~·Eiはイ日深くみえる．
「ニLi弘一場J~こは土手の崩壊を防ぐためや，！山氏と砂lfl'Jを日的として，松が1if'［えられている. j却下 Iを
つなぐ排水路が設けられている場合もあるが，用水1告は普通設けられていない69).
rn-2 m~i11i システムの地域差
これまで述べた諜祝システムの詰類型は，地域によってどのように組み合され‘それぞれの地域を
特徴づけているのだろうか．その概!i告をう＇21るために，地方ごとにJT水出！万lj民活のti'1＼＇成比率を示したの
がおす 81却である． これによるとj可J1濯脱がし、ずれの地JI;¥'.においても！fl.i也していることがjっかるが， ~1 ，~：・
に北海道・東北・北陸・東海・南九州でその傾［~村市札、ことがわかる．他ブJ, 1fi'i也に依存する宇治：30
%を越える地域は近畿・ iJ1I場・！盟国の各地方で，：iヒ九州、｜でも20%近い．さらに，山｜主lvi渓流キIJIJの集
落の割合が多く， ::l ヒ I＞~~~は列二戸利用，南関東ではその他の水源利用の北部が多いという特徴がある
こうしてみると，おおまかにみれば，河川濯j叫が中心でそのほかには特徴がない北山道・京北・北IJ:r：~
－京u.l・京海・山陰・市九州、iのグルー プ《と，主主？ilidl：波への1!＜有率がj：追い近殻・ l1！段・仁11grn・北九州の
グループ＼そして井戸とその他の水源の地位が相対的に日し、 1-Y~J京の 3 つに分けることができょう．
さらに詳細に濯波システムの地域差を検討するために．すでに述べた 305のJjJ.位地！大：ごとの印池
(A）と河Jlr(B), ~交流（c），井戸（D）うその他（E）の 5種の7j({J;(}Jlj祭器1iiJR:Jtを求め． これに
の修正ウィーパ一法を摘）！？し7へそれぞれの単位地区ごとの結合型を決定した．
この結果，水田がない 2 地区を除く 303 地区において，全f本で 22H［の京h合 ~1/J＿を検出することができ
た．そのうち河JI!( B）の単結合型が全体の50.8%を占める 154を数え， これを「河川法制；」と I子ぶ
集落数
一汀山10,000 5,000 
? 1 I 3?0km 
第 8図
資料： 1970年世界農林業七ンサス
円リリ0
河川地政
j沼池沼＇Uf!f:
戸り1• 1沼地消rin！~：
fiJ JI¥ ・渓流沼n現
J可J1 ・井戸沼＇lf![
河川・その他漉悦
/>-
lこi
出5表 幣j抵システムの地域~Ji型
結 合 型（地区数）
B (154) 
A(8), AB(ll), AD(1), ABC(2), AED(l), AEE(l) 
BA (42), BAC(l), BAE (2) 
C(l), CB(6), BC(43), BCA(4), BCD(2), BCE(l), BCEA(l) 
BD(8), BDC(3) 
E(l), EB(2), BE(8) 
この他に水！日がない地区が 2ヵ所ある
A : 1JY1{1_l2, B：河JI!, C：渓流， D：井戸， E：その他
-:><> 
0 300km 巴本LUなし
第9図 日本における濯／（fシステムの地j或主
資料.1970年j!上昇農林業センサス
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J也i玄数合計
（上出広%＿
154 (50.8) 
24 ( 7. 9) 
45 (14. 9) 
58 (19.2) 
11 ( 3.6) 
11 ( 3.6) 
303 ( 100) 
'tiW也i{/fjfl走
if1J 1 －品目也i｛主jfl!{
;'i1f J 1 ・井戸；Wi段
i1J) 1 .；実流j荏；段
i1JI i；；段
河川！・その他j控訴正
ことにした（第 5表）．泌池（A）の単結合型および溜池（A）を第 l{立とするお：；合型は24地区でみ
られたが，これを「沼地ltIiQむとした．さらに河川（B）を第 1位とし溜池（A）を第2位とする
3 f:IT3認の結合＇.D;!J.をひっくるめて「河川I.溜池法政Jとしこれにはおの地区が該当した．さらに渓流
{C）を第 l{立とするか，河Jl( B）を第 1位とし渓流（C）を第 2伎とする結合型7つをまとめて「河
J 1 ・渓流瀧淑；j，打引iI ( B）を第 l{立とし井戸（D）を第2｛立とする結合型を「戸川1・:JI二戸濯iQむ と
した．これらにはそれぞれ55と11の地区が相当する．さらにその他（E）を第 1位とするか，河川
(B）を第 1位としその地（E）を第 2｛立とする総合型を「河J1 ・その他港波Jとしこれは 11の地
医でみられた．
以 i二のような千法で1tli庇システムの地域強方自を設定し，その分布を示したものが第 9l~l である．瀬
戸内海沿）~！：の芥J1 ・広島・向1J1• 兵庫・大阪の各府県に溜池地J~日があり，その周囲を河川 e ifB池挺波
地域が取りまいている. 1Yi池が相対的に重安なj白肢は，北九州から瀬戸内海沿＂＇、に来に {!flび近畿地方
主こまで王っている． この地域の外出IJに河J1 ·井戸瀧iQ~［地域や河J1 ・渓流j也J攻、がlieしている．沼地地域
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。ま:Okr寵
第10図 年降水量の分布（ IJ ;jζj也芯抗 1＇｛｝：， 二＇,t:';1 I;:J,1；による）
はこのほかには房総半.r；；；~こみられるにすぎないが， j可J1 • ？出池押J；迫v也10'.Lr、＇，.
にカ￥け－てのj也j或，能登半島，秋田県能代平野にも広がっている
｜完京j色方で、は大河川の ~rji右刊［；では fiJJ 1 frl iQ~ Jil J!.¥'，洪右l台j也や日企F;):l出ではFiJl • )I：戸出iQ~ と iiiJJII .そ
の他j駐在地域が広がり，全体として，f；；；状のパターンを読み取ることができる．さらにJ~波三／1~ l~ ＇；j J店周
辺や三田山Il旬、ら陸後山！！氏北上高地， i羽田山地，九州山地二！ヒf:W，紀伊山地などのiJ1i¥JHI）や丘陵地で
は，河川｜・渓流濯iQV也j或が広がっている．こうしてみると， l~l 本子lj,1;1j の大半は河Jllr?ifiil![Jl!!Jl!J；に分類さ
れるが，瀬戸内拐を中心とする ~mt也濯i阪地域と，関東平肝をijc1しとする多様なrli¥Qi｛がみられる地域，
そして l~Ll間部の渓流津波への依存の強L 、地j或が主要な地域主として Jたえることができる．
第10図は日本のSj三降水量の分布を示したものであるが， jtdo：道をl徐くと全体的［引寸；irlilNシステムの
地域差を示した図と掠めてよく対応する 年降水Hl:iJ~ 1, 500mm以 iごの地域の広がりが， 揃戸1J~1（却を
中心とした溜池の重要性の吊） 1,'j也i~！＜ ゃ， IMJJ!rのさまざまな濯il!f システムが混在する；！む IJ1:1によく一致す』
るのである．渓流海波が多い地域は多分に地形的影科によるものであり，それ以外の多市地域はfTifJ 1 
沼u在地域となってL、る．当然のことながら自然条件のみが法政システムの地域差を決定するわけで、は
なく，開発の古やさそれに基づく法業の集約性と水li度，さらには地域ごとの技術11']伝統，経済条件
なども重要な影塑；をおよぼしていると考えられるが，それらの検討は月！jの機会にゆずることにする
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IV むすび
I本における稲作民業のj'，’：j¥、 ~LJY,tl：は， 1つには水不lj卒業をrjI心とする土地改良が永年にわたって
部抗されたがi史実脱されたものといわれる．稲作のlfUJJ(IJ が決定内引；（~~M；；力をおよぼしていたわずかばか
り前までは句 ir/tiUfがもっ主義仁！：大きく， 11与には JJ~~業 irilfUJのみならず， J1~ ~：；j· の｛ゾu各を ）；＼'lfζする芯本的な
であった．今iI そのj也｛立は後）Jlしたとはいえ， IJ本民主ミにおけるそのヨ'i:"VItは1ミ？t.として大き
しそれを：支える出｛肢の来たす役割もごlj然大きい．そこで，この Wf＼ではよI~業活動の地1wz1下J差異を記
述説明jするとし、う伐染地理学の法本的課題を述成する 1つの試みとして，
翌日しそのjむj成江？につし、てj失礼した
j山II'＇＇／：におけ』るこれまでの民主：水平IJ研究の基本的な万／~ij は， ）］；）： 業水戸l
システムの多1'l1~1：を整
る話~n：象の多｛羽生の {ij(
よって， J]1~~水干IJ の j也 llJ!(i（＂~ を（りj らかにしようとするものであった．そのための指白j~ として， rn 水
｛！）；〔の出）Jiに）iじづくm：間悼式や水平IJ施設の形態，水平IJ凶行，水干IJ朱旺！（組織）＇水平IJ空！？りの r~L: 1?1~ などが
~）（りあげられてきた． これらの研究の多くは，比i!f;'.(J:小さなJむj或を対象としてf'!:*!Hな分析を行なって
おり，全!"Jilを対象としたものは多くなかった しかもそれらは特定の法限様式に｜限定されたものであ
ったり，主要な／1JJ 11 流 J!JX に ll~ られて全！誌を網羅したものでなかったりした
そこで， このネlt~If では資料としてはやや1！仏、が， 1970~1三位昇段林業センサス民業集yf,調査 ·~ll告のう
ち， 1!IlilfH·JJIJ の「民主：）！］水の三l：.な水源)JI ）民 3f~集落数」をJl]t 、て， [j本におけるd!Ii既システムの地域差
を検討した． 日本では a/!;t;[ システムの JIT：型化をm水 ｛)Jj ［の阪知に；；~づいて行なうことが妥吋と考え，河
川津波，；f1也幣追i，地下水mtiUfが主要なものであることがわかった
水｛J;[/Jlj濯in!Efil引をみると， j己JJ 11 濯波が I~！本全体の70%前後を di め， j出油j百： iafがこれに次いで15%前
後を山めた この釘［ l(,HJ.l~j 治則から）Jh本的に大きく変化しておらず，水源男lj集部数からみても同様の
fl:'i j1ijがうかがわれる．全miのrfi1HT1サ）I均＇cHIー を山本正三らによる 305の単位j世｜互にまとめ，単位地区ご
とに河JII （夕、ム・湖沼を合む）， if'池， Jl戸 7 渓iJt［，その他（天水.｛！）リえなど〉を主な氷源とする
訴の；t:IJ合を求め分布図をf1=1たした．河川 tこ ~＇：］ t 、が，大まかにみると京日本におく
四日本に{JI〔L、. ?!Y1tli日UiUfは7午森・秋Ilj ，~耳目II と ;-mをVi：くと，近設・
瀬戸内・北九州に民iI lしている. ;JI'戸准iQ~ はじ~］｝JiJ世方と ・徳島の各府県に多い
!U~不 /J:; ,':j ¥,、のは，本ナ｜！の11u1rmとpLJI主！と九州凶市部である．その他のi百五任はlx京J也方と岡山・広島
YM~訂正hLi: ，九州、i 匹i{fij jじに多くみられる. filiQ:［システムのJむj或悲f1fj'Iを るために，それぞれの単位
地i互におけるJT7jcy)Jj[別立ミ部構成本にゴJI：喜久ーによる修正ウィーパ一法を適用した． I］木全［Elはほぼ
河川保岐によってれ：徴づけられるが， i~~＼戸｜斗海in;・1= rn；を核として irn池~{iii授が 1\I泣する J色jとえと， I到来jセ
ブJから fi1¥,1:.1j y；~ vこかけて多係な di'.i~~；システムが混在する地j氏 1L1IHJ 部や島唄1;jl\T） 渓
t ¥J山j或が：｛｛：（：J：する． このj位Ji!)ひとt土，おおまかにいえば， i年水J;l：の分布と大河川の存ずr:；こ左芋iされる
が， j世）｜ヲ条件やrm発j品Jι 経済条｛！！：ー にもかかわっている．
この報告のための i盟国を筑波大学地球刊学系の＇,1;>;JD:fll人氏と小iii与 1~cin1；氏：こ｛京阪した．ぶして感，:Jlj1ji しあげる．
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Regional Differences in Japanese Irrigation Systems 
Akira T ABA Y ASHI 
High productivity of rice production in Japan has been accomplished partly because of a 
continuous commitment of labor and capital investment to facilities for agricultural water use in 
the last 2000 years after the beginning of rice farming. Until quite recently rice production 
played a口 importantrole in de五ning village structures and life styles in the rural regions. 
Althouth the position of rice in Japanese agriculture has deteriorれted, it is stil the rnost 
important farm enterprise, ;:mcl success£ ul rice production strongly depends oηsophisticated and 
e伍cientirrigation systems. This paper aims to clescr‘ibe an仁iexplain region：主idi百erences i I1
rice lコ1ηductioni口 Japanth晶rougha口 analysisof sp1tial variations in irrigation systems. Many 
geographers have made efforts toεxplain regional differences in irrigation systems by applyin包
criterion such as sources of irrigation ¥vater, lancls:::ape of irigation systems, customary water 
use practiceラ agricultural water use organization, spatial aspects of irrigation systems, etc. 
I¥1ost previous stu亡lieshave dealt Vi 
the national scale. 
First this study attempted to五ndthe maiηtypes of irrigation systems in Japan. The 
statistics utilized for this study were the 1970 agricultural censc1s data on main sources of 
irrigation ・water by village. The data are compiled by municipalities and the total number of 
them are about 3000. ＼，へTeconglomerated several municipalities into one statistical unit and 
divided Japan into 305 new statistical units. Irrigation systemぉinJapan can be classified into six 
types based on sources of irrigation water. River irrigation composed of heachvorks for dra¥v-
ing water from rivers and networks of irrigation canals is the most popular one. About 70 
per cent of villages are irrigated by this method in Japan. Pond irrigation based on a small 
arti五cialreservoir for agricultural water use is the next most important method, and about 15 
per cent of villages are irrigated by the water from poロds. There are three other less impor～ 
tant irrigation systems: well irrigation tapping ground water by motor pumps; lake irrigation 
pumping up water from natural lakes and ponds; small torrent irrigation; and other irrigation 
systems including spring and rain-fed paddy五elds.
A distribution map for each irrigation system was drawn. River irrigation is widely 
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found over Ju pan, and especially important in eastern Japan. On the other hand, pond 
irrigation iぉdominantin western Japan with the Inland Sea 了egion as center, where rainfa11 
is not enough to feed rivers. In aclition, since the region has the longest history of rice farm-
in呂1n Japan and almost al lands potentially suited to rice growing have been already converted 
into paddy品elds,it always suffers from a shortage of water for irrigation. Well irrigation 
which is a relatively new n1ethocl of irrigation in Japan is maily distributed in the Kanto 
district, Shiga 日ncl Kyoto prefectures. Small torrent irrigation is especially important i孔
rnount:iin regions of Shikoku, Honshu and Kyushuむndsmall islands off the coast of Kyushu. 
Other irrigation systems are fouηd in tl-1e Kanta district, Hi1・os11ima prefecture and the 
western coast of Kyushu. 
ln order to combine the distribution patterns presented by the six irrigation systems we 
usεd John ＼へ1eaver's method as modi五elby K. Doi. As a result Japan is generally characteri-
zed by river irrigationぅ butthere are three speci五cregions: t1-1e Inland Sea region characterized 
by pond irrigation, the Kanto district with various types of irrigation systems, and mountainous 
regions with small torrent irrigation. This regional pattern is genεrally defined 1コy c1imatical 
conditions, and in addition such factors as landforms, economy, historical background and 
cultural and technological-traditions must be taken into consideration. 
